
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU SSH NEWS 
2年探究科 校外研修 
福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.8.2  NO.11 

 

７月２５日（月）に２年探究科が校外研修を行いました。研修の内容を簡単に報告します！ 

【研修先】探究文科：福井県海浜自然センター 探究理科：若狭湾エネルギー研究センター 

探究理科 

①目的 

 先端科学技術を研究している研究機関での実験・実

習と成果発表を行うことにより、研究の仕方・まとめ

方・プレゼンテーションの方法等を学ぶために研修を

実施した。 

 

②研修概要 

 自然科学分野の各テーマに分かれて、専門の研究者

の講義を受けながら研究した。研究成果をスライドに

まとめ、研究者および生徒の前で発表を行った。 

 

③生徒の声 

学校では触れられない器具や装置などを使わせてい

ただき、とても良い経験になりました。私たちのグル

ープは環境水に含まれている金属の分析をしました。

ICP-MS という装置を使って金属がどれだけ含まれて

いるかを調べ、違いが出た理由を考察しました。難し

い言葉も多く、実験内容を理解するのに時間がかかり

ましたが、グループの皆で協力して作業できました。

今日 1 日を通して、疑問に思ったことは何でも積極的

に質問することが大切だと改めて思いました。学んだ

ことを研究に少しでも活かしていきたいと思います。 

探究文科 

①目的  

 野外における観察や室内での講義、海洋生物の解剖

を通して、科学・生物に対する興味・関心を高めるた

めに研修を実施した。 

 

②研修概要 

 若狭湾の磯で、ムラサキウニやヘビギンポ、アメフ

ラシなどの海洋生物の収集を行い、それらの生物につ

いて、生態や地域による姿の違いなどを講義によって

学んだ。また、解剖を行い、消化管のほか、臓器の位

置を実際に確認し、人体との違いを意識して生体につ

いて学びを深めた。 

 

③生徒の声 

ウニが発生すると、海藻が減るというのを初めて知

りました。ウニは害もなく利益もないというイメージ

だったので、どの生物にも生態系の中での役割があっ

て、多すぎても少なすぎてもダメというのを改めて感

じました。イカの解剖では、なかなかできない経験が

できて、楽しかったです。綺麗に消化管を出すことは

出来なかったけど、イカの内臓や口、漏斗がどのよう

な構造なのかを間近で観察できて良かったです。 

 


